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SSDDGGss 未未来来都都市市ここおおりりややまま 世世界界かかんんががいい施施設設遺遺産産 https://www.city.koriyama.lg.jp/life/6/36/243/ 

2024（令和６）年に郡山市は市制施行 100周年を迎えます!! 

ひらけ 未来へ こおりやま 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本市では、高齢者が自分らしい暮らしを人生最期まで続けていけるよう在宅医療と介護の連携を推進

するとともに、本人の意思を尊重する※人生会議（ACP）の普及を行っています。 

いつまでも住み慣れた地域で暮らすことができるよう、在宅医療・介護連携推進事業の一環とし

て、人生会議（ACP）に関する地域住民への普及啓発と、医療・介護関係者の連携強化を図る研修会

を開催します。 
 

※「人生会議（ＡＣＰ：アドバンス・ケア・プランニング）」とは 

もしものときのために、望む医療やケアについて、前もって考え、身近な人々と繰り返し話し合い、考えを共有す

る取組みを「人生会議（ＡＣＰ：アドバンス・ケア・プランニング）」と呼びます。 

  一人ひとりの心身の状態に応じ、かかりつけ医等から本人や家族等へ適切な情報の提供と説明がなされることが重

要となってきます。 

 

１ 日  時  12 月 14 日(木)  午後２時 30 分 ～ ４時 

２ 場 所  郡山市中央公民館 多目的ホール 

      （郡山市麓山一丁目８－４） 

３ 主 催  郡山市・一般社団法人郡山医師会 

４ 対象者  市内在住・在勤の方、市内医療機関・介護事業所等の従業者など 200名程度 

  ５ 内 容  講 演： 

テーマ「在宅医が考える、人生を最期までよりよく過ごすためにできること 

             ～『わたしの未来ノート』を活用し、大切な人と思いを共有しよう～」 

     講 師：モミの木クリニック 院長 福井 謙 先生  

 

 

令和５年度 

医療と介護の連携に関する研修会

を開催します 

 

SDGｓ ターゲット 1.３ 「貧困層及び脆弱層に対し十分な保護を達成する」 

SDGｓ ターゲット 3.8 「すべての人々にユニバーサル・ヘルス・カレッジ（UHC）を達成する」 

SDGｓ ターゲット 10.3 「機会均等を確保し、成果の不平等を是正する」 

SDGｓ ターゲット 17.17 「公的、官民、市民社会のパートナーシップを奨励・推進する」 

 

 

ターゲット 1.3 

2023 年 12 月６日 

郡山市保健福祉部 

地域包括ケア推進課 

課長 青柳 光信  

TEL：924－3568 

 

ターゲット 10.3 ターゲット 17.17 ターゲット 3.8 

 

わたしの未来ノートとは… 

 大切な人に、病気にかかった時や終末期医療の 

希望を伝えたりすることに役立つ郡山市オリジナルの 

エンディングノートです。 

https://www.city.koriyama.lg.jp/life/6/36/243/


在宅医が考える、人生を最期まで
より良く過ごすためにできること

～「わたしの未来ノート」を活用し、大切な人と思いを共有しよう～

令和5（2023）年度「医療と介護の連携に関する研修会」

モミの木クリニック 院長 福井謙先生を講師にお招きし、
人生会議（ACP）とはどのようなものなのか、なぜ必要な
のか、いよいよの時まで人生をより良く生きるためのプロ
セスについてなどの基調講演とシンポジウムを開催いた
します。
今年度作成した「わたしの未来ノート」を使って人生につ
いて考えてみませんか？

日時 令和5年12月14日（木）
午後2時30分～午後4時（受付開始：午後2時10分）

場所 郡山市中央公民館 1階 多目的ホール
（住所：郡山市麓山一丁目8-4）
なお、駐車場に関しましては郡山市麓山地区立体駐車場をご
利用下さい。駐車料は入場から2時間までは無料になります。

定員 ２００名

申込 電話またはGoogleFormにてお申込み下さい。
郡山市在宅医療・介護連携支援センター
・電話：024-983-3155
郡山市 地域包括ケア推進課
・電話：024-924-3561
・GoogleForm：
https://forms.gle/9ggF4xhVjJ1XT5on6

主催 郡山市・一般社団法人郡山医師会

https://forms.gle/9ggF4xhVjJ1XT5on6

	スライド 1: 在宅医が考える、人生を最期まで より良く過ごすためにできること ～「わたしの未来ノート」を活用し、大切な人と思いを共有しよう～

